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論 文 内 容 の 要 旨

著者は妊娠個体における糖質代謝の変調像の一端を, 特に糖質より脂質あるいは蛋白質への転換様相の

面から解明するために本実験を企図した｡ すなわち18時間絶食後の空腹ウイスター系妊娠白鼠の胃内に,

20マイクロキュリーの放射性ブド- 糖 (uniform ly labelled , 比放射能 1 ミリキュリー/ ミリモル) を空

腹時体重 100g 当り50′Om g の非放射性ブド- 糖液 (20W /v% 溶液2.5m D とともに経口投与し, 以後 3, 6,

9,12時間にわたって呼気 C O 2捕集, 尿採集を行ない, 消化管におけるブド- 糖吸収能, 母体肝, 肝外組

織, 胎盤, 胎仔等の脂質, グリコゲン, 蛋白質分画への導入分布,尿への排浬, 呼気 C 0 2への排出等の諸

点より, 放射性ブド- 糖の体内運命を経時的に追跡 し, 非妊白鼠での場合と比較, 以下の成績を得た｡ 先

ず投与放射性ブド- 糖の消化管における吸収能については, 投与後 3 時間目にすでに妊, 非妊ともに99%

以上が吸収されてお り, 両者間にブド- 糖吸収能については著差のないことを確認した｡ ついで肝臓にお

いては, 投与放射性ブド- 糖は妊, 非妊ともにグリコゲン分画に最も多 く導入分布し, 蛋白質分画これに

つぎ, 脂質分画への分布は最も少なく, しかるにその後の経時的変動からみると, グリコゲン分画よりの

放射能分布の減少は著るしく, 蛋白質分画においてもややこの傾向が認められたが, さほど著しいもので

はなく, 脂質分画ではほとんど変動が認められなかった｡ したがって投与放射性ブド- 糖は著者の実験条

件下では肝における, さらにはまた個体の必要とするエネルギー源 として, 大いに利用されていることが

示唆されてお り, しかるのみならず, 蛋白質, 脂質へも転換されていることが示されているが, しかし妊,

非紅を比較すると脂質分画への転換においてのみ, 妊娠時では非妊時よりもたかまっていることがわかっ

た｡ さらに肝外組織においては妊, 非妊ともにその導入分布は肝臓 と異な り, 蛋白質分画において最も多

く, 脂質分画が最も少ないが, 経時的にみてグリコゲソ分画において, 放射能分布の減少は最も著るしく,

投与放射性ブド- 糖のエネルギー源としての利用が旺盛であることを示している｡ しかし蛙, 非妊別にみ

ると, やはり肝外組織においても妊娠時では非妊時に比し, 脂質分画への導入がたかまっていた｡ 妊卵組

織への分布は胎盤においてほ三分画ともに微量であるが, 胎仔においてほ顕著に導入され, グリコゲソ分
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画, 特に蛋白質分画において著明である｡ 尿への排潤は軽微で妊, 非妊間に著差はなかった｡ 呼気 C 0 2

への排出は姓, 非妊ともに経時的に著増するが, その増加度は妊娠時では非妊時に比して軽度であり, 排

出放射能は常に非妊時より低値を示している｡

以上の成績より妊娠個体に授与された糖質はエネルギー源として経済的に利用され, 妊卵組織の育成に

大いに利用されるが, 母体においても非妊個体に比し, 特に体成分としてほ脂質に同化保有されてお り,

きたるべき分娩, 産祷期におけるエネルギー需要の増大に備えているものと推察される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は妊娠時の糖質代謝をブド- 糖よりのグリコゲン, 脂質あるいは蛋白質- の転換如何という観点か

ら実験を行なった｡ すなわち一定条件下 W istar系妊娠白鼠の胃内に一定量の放射性ブド- 糖 (u niform ly

labelled) を負符, 投与放射能の肝, 肝外組織, 妊卵組織等の三分画への導入分布, また尿, 呼気 C 0 2 へ

の排湛状況を経時的に追求したのである｡ まず消化管における吸収能には, 妊, 非妊間に著差なく, 肝に

おいては妊, 非妊 ともにそれがグリコゲン分画においてもっとも高 く, 蛋白質, 脂質分画の順に少なく,

一万肝外組織ではそれが蛋白質分画においてもっとも高くなっていたが, 蛙, 非妊問に著差を示したのは

脂質分画であり, 妊娠時ではそれぞれが著るしくたかまっていた｡ 他方妊卵組織では蛋白質分画において

それがもっともたかまっていた｡ 要するに妊娠時では母体組織においては脂質分画へ, 妊卵組織において

ほ蛋白質分画においてよく転移導入されているが, この際尿中への排淋放射能は非妊時との間に著差がな

く, しかるに呼気 C 0 2への排涯は非妊時よりも著るしく少なくなっていることから, かかる転換導入の

たかまっているゆえんの一つとしてエネルギー産生機構の経済化が関与していると推論した｡

このように本論文は学術的に有益であり, 医学博士の学位論文 として価値あるものと認定する｡
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